
① POWER SW.�
本機の電源スイッチです。

② POWER CONDITION LED�
本機のパワースイッチを投入すると±ＬＥＤ共に点灯します。もしどちらかのＬＥＤが消えている場合や、明るさ
のばらつきが大きくある場合は故障の可能性がありますので、ただちに電源スイッチを切りサービスまでご連
絡ください。

③ SLS ON LED
CRユニットCOM2871、2872のSLSスイッチをオンにする事によりこのＬＥＤが点灯、本機からＳＬＳ（スタジオラ
ウドスピーカー）を鳴らす為のオーディオ信号（メインＬ/Ｒ）が出力されます。また、Pro Tools対応マスターコン
ソールSMS8101を中心としたシステムでも同じです。

④ CR MODE LED�
リアパネルのCR MODEスイッチをオンに設定すると点灯します。通常の接続ですとCR MODEに設定する事
はありません。詳しくはリアパネルの説明⑪をお読みください。

⑤ CASCADE LED�
本機の後にカスケード接続したCOM2883の、電源スイッチがオンになり使用可能になっている時、このＬＥＤ
が点灯します。

⑥ COM. CONNECTOR
ブランチCOM2804等に各オーディオ信号や±電源等を供給する専用コネクタです。３台まで接続できます。
※ピン配列については別表を参照下さい。

機能説明

studio communication system
branch drive station COM2883

FRONT VIEW

①②⑤

COM2883studio communication system

POWERSLSCR MODECASCADE +-

branch drive station

BRANCH 1 BRANCH 2 BRANCH 3

④ ③⑥



⑦ INPUT�
本機のINPUTです。CRユニットCOM2871、2872等のDRIVE STATIONコネクタと接続します。また、Pro Tools
対応マスターコンソールSMS8101を中心とした接続ではCUE-SYSコネクタと接続します。
※本機のみでシステムを構築される場合は、別表のピン配図を参照してください。

⑧ CASCADE�
カスケードコネクタです。カスケード先のINPUTと接続して、必要な数だけCOM2883を増設していく事ができま
す。ここに直接ブランチを接続する事はできません。

⑨ SLS OUTPUT
CRユニットCOM2871、2872のSLSスイッチをオンにする事により、このジャックからスタジオラウドスピーカーを
鳴らす為のオーディオ信号（メインＬ/Ｒ）が出力されます。また、Pro Tools対応マスターコンソールSMS8101を
中心としたシステムでも同じです。負荷６００Ω以上、＋４dBm基準、アンバランス出力。１/４inch標準プラグを
ご使用ください。

⑩ AC INLET�
本機はＡＣ１００Ｖで動作します。また、スイッチングレギュレータの採用により９０Ｖ～１２５Ｖ範囲内で使用で
きますが故意に電圧を上げることは機器に負担をかけるばかりか、故障の原因になりますので絶対におやめ
ください。

⑪ CR MODE SW.�
本機をコントロールルーム内で使用する特殊なシステムの場合の、設定スイッチです。このスイッチをオンに
する事で次の機能を本機で使用できなくする事ができます。
　●本機からのSLS OUT、本機に直接接続したブランチのＴＢ機能。
通常の使用ではこのスイッチをオフにし、フロントパネルのCR MODE LEDが点灯しないようにします。

⑫ CR MODE LOGIC JACK
Pro Tools対応マスターシステムSMS8101を中心としたシステムを構築する際に、SMS8101と接続して本機を
ＣＲユニットとして使用するための専用ロジックジャックです。詳しくはSMS8101のマニュアルをご覧ください。
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使用しない2883も電源をＯＮ

ＣＲユニットＣＯＭ2871.2872を使用せず、
本機のみでコンソールと接続する特殊な例

本機のＩＮＰＵＴは通常ＣＲユニットＣＯＭ2871、2872の
DRIVE STATIONコネクタと接続するように設計されて
いますが、このコネクタに直接オーディオソースを接続
する事で、ブランチを使用できる様になります。ただし、
ＳＬＳ ＯＵＴやモニターＤＩＭ．などの便利な機能は使用
できません。

1番から13番までがＡＵＸ ＩＮＰＵＴ、14番から17番がＭＡ
ＩＮ ＩＮＰＵＴです。ブランチからのＴＢシグナルは、21、22
番とＧＮＤを、お使いのモニターシステム等に立ち上げ
て聴くことができます。本機のみでシステムを構築され
る場合は、別表のピン配図を参照してください。

 ２８８３のみでコンソールと接続ｆｉｇ．３
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※7、18番は全ての共通グラウンドです

ＣＡＳＣＡＤＥ接続と電源スイッチ
との関係

本機を3台、4台とカスケードして
ご使用になる場合、カスケードの
途中にある2883の電源スイッチも
入れてお使いください。左図の様
に電源の中抜けがありますと、あ
との2883にカスケードされません。
ただし、ソース側の１台のみでご
使用になる場合はこの限りではあ
りません。

ＣＲ ＭＯＤＥでのブランチＴＢ

本機のリアパネルにあるＣＲ ＭＯＤＥスイッチをＯＮに
すると、その2883に接続したブランチからのＴＢシグナ
ルはＣＵＴされます。コントロールルーム内での使用を
考え、ハウリングを防止するためです。また左図の様
にＣＲ ＭＯＤＥにしないスタジオ側の2883とカスケード
した場合、スタジオ側ブランチからのＴＢシグナルは通
常通り生きてます。

補足説明



COM2804／ブランチ入力

SRCN2A25-24P（レセプタクル／オス）

COM2883／入力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

SRCN2A25-24P（レセプタクル／オス）

COM2883.2881／キュー出力

SRCN2A25-24S（レセプタクル／メス）

*ケーブル製作時の注意

COM2883入力ケーブルのコネクタは JAE製 SRCN6A25-24S（ケーブル付け／メス） をご使用ください。

工事には、C/R壁面SRCN2A25-24P（レセプタクル／オス）、STUDIO壁面SRCN2A25-24S（レセプタクル／メス）をご使用下さい。

COM2883入力　コネクタ結線表

AUX6 IN（COLD）

AUX6 IN （HOT）

AUX5 IN（COLD）

AUX5 IN（HOT）

AUX4 IN（COLD）

AUX4 IN（HOT）

GND

AUX3 IN（COLD）

AUX3 IN（HOT）

AUX2 IN（COLD）

AUX2 IN（HOT）

AUX1 IN（COLD）

AUX1 IN（HOT）

MAIN/R IN（COLD）

MAIN/R IN（HOT）

MAIN/L IN（COLD）

MAIN/L IN（HOT）

GND

+VCC OUT

SLS LOGIC IN

TB SIGNAL OUT（COLD）

TB SIGNAL OUT（ HOT）

TB LOGIC IN

TB LOGIC OUT

JAE(24pin)
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